フツヌシ シンワ ト モノノベシ by 村山 直子 & Murayama Naoko
フ
ツ
ヌ
シ
神
話
と
物
部
氏
村
山
直
　
子
［
キ
ー
ワ
ー
ド
①
フ
ツ
ヌ
シ
　
②
物
部
氏
③
香
取
神
宮
④
玉
作
⑤
神
原
神
社
］
103
は
じ
め
に
　
高
天
原
よ
り
最
後
の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
、
葦
原
の
中
つ
国
を
平
定
し
た
神
に
は
、
文
献
に
よ
っ
て
食
い
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
『
古
事
記
』
で
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
ア
メ
ノ
ト
リ
フ
ネ
が
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
が
、
『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
で
は
フ
ツ
ヌ
シ
と
出
雲
国
造
の
祖
神
ア
メ
ノ
ヒ
ナ
ト
リ
が
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
見
る
と
、
主
と
し
て
は
た
ら
き
の
あ
っ
た
神
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
二
神
は
従
来
中
臣
氏
の
氏
神
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
神
話
は
一
見
中
臣
氏
の
功
績
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
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で
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
神
武
天
皇
東
征
の
条
に
よ
れ
ば
、
熊
野
に
お
い
て
夢
の
託
宣
を
得
た
高
倉
下
と
い
う
者
が
、
葦
原
の
中
つ
国
平
定
の
際
に
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
に
よ
り
使
用
さ
れ
た
剣
と
し
て
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
を
神
武
天
皇
に
奉
っ
て
い
る
。
高
倉
下
は
物
部
氏
と
関
係
の
深
い
人
物
で
あ
り
、
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
は
物
部
氏
が
氏
神
と
し
て
代
々
、
奉
じ
て
い
た
奈
良
県
天
理
市
の
石
上
神
宮
の
御
神
体
で
あ
る
布
都
御
魂
剣
を
指
す
。
こ
れ
ら
か
ら
、
葦
原
の
中
つ
国
平
定
に
は
、
中
臣
氏
と
物
部
氏
の
功
績
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
中
臣
氏
の
氏
神
と
さ
れ
て
い
る
フ
ツ
ヌ
シ
を
検
討
す
る
と
、
も
と
は
物
部
氏
と
の
関
係
が
深
い
神
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
フ
ツ
ヌ
シ
が
物
部
氏
と
関
係
が
あ
る
と
す
る
考
え
は
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ツ
ヌ
シ
が
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
を
神
格
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
フ
ツ
ヌ
シ
・
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
そ
れ
ぞ
れ
を
祭
る
氏
族
が
中
臣
氏
、
物
部
氏
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
フ
ツ
ヌ
シ
・
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
を
簡
単
に
結
び
付
け
る
訳
に
は
行
か
ず
、
慎
重
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
物
部
氏
の
性
格
及
び
フ
ツ
ヌ
シ
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
葦
原
の
中
つ
国
平
定
の
神
話
の
原
点
を
探
り
た
い
。
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1
．
物
部
氏
の
職
掌
　
物
部
氏
は
大
和
朝
廷
に
お
い
て
、
軍
事
の
ほ
か
神
事
に
も
携
わ
る
有
力
な
大
連
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
物
部
氏
の
祖
神
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
天
神
の
子
と
し
て
神
武
天
皇
に
先
立
ち
大
和
に
天
降
っ
て
い
る
が
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
天
孫
本
紀
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
天
祖
に
よ
り
天
璽
瑞
宝
と
い
う
十
種
の
神
宝
を
授
け
ら
れ
、
天
磐
船
に
乗
っ
て
河
内
国
障
峰
に
降
っ
て
お
り
、
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そ
の
神
宝
は
石
上
神
宮
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
璽
瑞
宝
に
つ
い
て
、
天
神
本
紀
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
天
神
御
祖
詔
。
授
天
璽
瑞
宝
十
種
。
謂
。
吉
胴
都
鏡
一
。
辺
都
鏡
一
。
八
握
劔
一
。
生
玉
一
。
死
反
玉
一
。
足
玉
一
。
道
反
　
　
玉
一
。
蛇
比
礼
一
。
蜂
比
礼
一
。
品
物
比
礼
一
是
也
。
天
神
御
祖
教
詔
日
。
若
有
痛
処
者
。
令
舷
十
宝
謂
一
二
三
四
五
六
　
　
七
八
九
十
而
布
瑠
部
。
由
良
由
良
止
布
瑠
部
。
如
此
為
之
者
。
死
人
反
生
　
。
是
則
所
謂
布
瑠
之
言
本
　
。
　
こ
の
よ
う
に
、
天
璽
瑞
宝
は
鎮
魂
の
呪
旦
ハ
で
あ
り
、
物
部
氏
は
鎮
魂
の
宗
教
儀
礼
を
司
っ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
物
部
氏
が
神
事
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
、
『
日
本
書
紀
』
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
崇
神
紀
七
年
八
月
及
び
十
一
月
の
条
に
は
、
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
　
　
・
（
八
月
）
乃
ち
物
部
連
の
祖
伊
香
色
雄
を
し
て
、
神
班
物
者
と
せ
む
と
ト
ふ
に
、
吉
し
。
　
　
・
十
一
月
の
丁
卯
の
朔
己
卯
に
、
伊
香
色
雄
に
命
せ
て
、
物
部
の
八
十
平
翁
を
以
て
、
祭
神
之
物
と
作
さ
し
む
。
　
ま
た
、
六
十
年
七
月
に
は
物
部
氏
の
一
族
で
あ
る
矢
田
部
造
の
祖
で
あ
る
武
諸
隅
が
、
神
宝
を
見
た
い
と
い
う
天
皇
の
命
に
よ
り
出
雲
へ
派
遣
さ
れ
、
天
皇
に
神
宝
を
奉
っ
て
い
る
。
　
　
六
十
年
の
秋
七
月
の
丙
申
の
朔
己
酉
に
、
群
臣
に
詔
し
て
曰
は
く
、
「
武
日
照
命
（
一
に
云
は
く
、
武
夷
鳥
と
い
ふ
。
又
　
　
云
は
く
、
天
夷
鳥
と
い
ふ
。
）
の
、
天
よ
り
将
ち
来
れ
る
神
宝
を
、
出
雲
大
神
の
宮
に
蔵
む
。
是
を
見
欲
し
」
と
の
た
ま
　
　
ふ
。
則
ち
矢
田
部
造
の
遠
祖
武
諸
隅
（
一
書
に
云
は
く
、
一
名
は
大
母
隅
と
い
ふ
。
）
を
遣
し
て
献
ら
し
む
。
　
更
に
、
垂
仁
紀
に
は
物
部
十
千
根
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
が
、
彼
は
ま
ず
、
二
十
五
年
二
月
に
神
舐
の
祭
り
を
怠
ら
な
い
よ
う
垂
仁
天
皇
よ
り
命
じ
ら
れ
、
二
十
六
年
八
月
に
は
、
や
は
り
天
皇
の
命
に
よ
り
出
雲
の
神
宝
検
校
に
赴
い
て
い
る
。
ま
た
、
八
十
七
年
二
月
に
、
十
千
根
は
石
上
神
宮
の
神
宝
を
授
け
ら
れ
、
こ
れ
を
管
理
し
て
い
る
。
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一
方
軍
事
面
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
ら
れ
、
殊
に
雄
略
紀
に
多
い
。
七
年
八
月
に
は
、
吉
備
の
豪
族
吉
備
下
道
臣
前
津
屋
が
反
逆
の
意
志
を
持
っ
て
い
る
と
の
報
告
を
聞
い
た
天
皇
が
、
「
物
部
の
兵
士
三
十
人
を
遣
し
て
、
前
津
屋
井
せ
て
族
七
十
人
を
珠
殺
さ
し
む
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
三
年
と
十
八
年
の
条
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
　
　
・
十
三
年
の
春
三
月
に
、
狭
穂
彦
が
玄
孫
歯
田
根
命
、
窃
に
采
女
山
辺
小
嶋
子
を
好
せ
り
。
天
皇
、
聞
し
め
し
て
、
歯
田
　
　
　
根
命
を
以
て
、
物
部
目
大
連
に
収
付
け
て
、
責
譲
は
し
め
た
ま
ふ
。
　
　
・
十
八
年
の
秋
八
月
の
己
亥
の
朔
戊
申
に
、
物
部
菟
代
宿
禰
・
物
部
目
連
を
遣
し
て
、
伊
勢
の
朝
日
郎
を
伐
た
し
め
た
ま
　
　
　
ふ
。
　
ま
た
、
継
体
天
皇
の
御
代
に
は
、
筑
紫
国
造
磐
井
の
乱
に
際
し
、
物
部
鹿
鹿
火
大
連
が
大
将
軍
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
乱
を
平
定
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
　
直
木
孝
次
郎
氏
は
、
物
部
の
「
物
」
は
武
器
の
物
の
具
の
意
味
も
あ
る
が
、
物
の
化
の
「
物
」
、
つ
ま
り
精
霊
や
霊
魂
を
も
　
　
一
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
軍
事
的
氏
族
で
あ
り
な
が
ら
祭
祀
を
も
掌
る
の
は
、
古
代
は
戦
い
の
前
に
戦
勝
を
神
に
祈
る
風
習
が
あ
っ
た
た
め
、
軍
の
指
揮
者
は
同
時
に
司
祭
と
な
っ
て
神
を
祭
る
こ
と
も
あ
る
た
め
に
、
両
者
の
性
格
が
結
び
付
く
の
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）
自
然
な
事
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
物
部
氏
は
軍
事
的
・
宗
教
的
性
格
を
合
わ
せ
持
つ
氏
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
2
．
物
部
氏
と
鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
の
関
係
に
つ
い
て
学習院大学人文科学論集IX（2000）
　
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
茨
城
県
の
鹿
島
神
宮
と
千
葉
県
の
香
取
神
宮
の
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
共
に
中
臣
氏
の
氏
神
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鹿
島
神
宮
の
祭
神
が
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
で
あ
り
、
香
取
神
宮
の
祭
神
が
フ
ツ
ヌ
シ
で
あ
る
と
す
る
記
述
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
『
古
語
拾
遺
』
に
　
　
既
に
し
て
、
天
照
大
神
・
高
皇
産
霊
尊
を
崇
て
養
し
た
ま
ひ
、
降
し
て
豊
葦
原
の
中
国
の
主
と
為
む
と
欲
す
。
傍
り
て
、
　
　
経
津
主
神
（
是
、
磐
筒
女
神
の
子
。
今
、
下
総
国
の
香
取
神
是
な
り
。
）
・
武
甕
槌
神
（
是
、
甕
速
日
神
の
子
。
今
、
常
陸
　
　
国
の
鹿
島
神
是
な
り
。
）
を
遣
は
し
て
、
駈
除
ひ
平
定
め
し
む
。
と
記
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
香
取
神
宮
に
つ
い
て
の
記
述
は
わ
ず
か
に
『
日
本
書
紀
』
第
九
段
第
二
の
一
書
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
　
　
一
書
に
曰
は
く
、
天
神
、
経
津
主
神
・
武
甕
槌
神
を
遣
し
て
、
葦
原
中
国
を
平
定
め
し
む
。
時
に
二
の
神
日
さ
く
、
「
天
　
　
に
悪
し
き
神
有
り
。
名
を
天
津
甕
星
と
日
ふ
。
亦
の
名
は
天
香
香
背
男
。
請
ふ
、
先
づ
此
の
神
を
諌
ひ
て
、
然
し
て
後
に
　
　
下
り
て
葦
原
中
国
を
擾
は
む
」
と
ま
う
す
。
是
の
時
に
、
斎
主
の
神
を
斎
の
大
人
と
号
す
。
此
の
神
、
今
東
国
の
撮
取
の
　
　
地
に
在
す
。
　
丸
山
二
郎
氏
は
、
鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
は
中
臣
氏
と
関
係
す
る
以
前
に
、
物
部
氏
が
大
和
朝
廷
の
先
鋒
と
し
て
東
国
へ
進
出
す
る
に
あ
た
り
、
在
地
の
有
力
神
と
関
係
し
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
物
部
氏
の
没
落
の
後
に
中
臣
氏
が
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）
わ
っ
て
祭
祀
を
司
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。
更
に
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
見
る
と
、
斎
の
大
人
が
フ
ツ
ヌ
シ
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
古
代
は
軍
の
征
討
の
途
上
で
軍
を
率
い
る
も
の
が
神
を
祀
る
の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
斎
の
大
人
は
も
と
は
祭
り
を
司
る
人
に
過
ぎ
ず
、
後
世
に
香
取
神
と
同
一
視
さ
れ
た
の
で
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は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
丸
山
氏
は
物
部
氏
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
　
古
来
我
が
国
家
第
一
流
の
閥
族
と
し
て
、
而
も
そ
れ
が
国
家
の
武
の
家
柄
で
あ
る
と
い
ふ
、
物
部
氏
の
勢
威
は
大
和
朝
廷
　
　
の
進
展
と
共
に
、
或
は
そ
の
先
駆
者
と
な
っ
て
、
若
し
く
は
そ
の
代
表
的
地
位
者
と
し
て
も
益
々
増
大
し
て
行
っ
た
こ
と
　
　
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
丸
山
氏
は
大
和
朝
廷
の
全
国
へ
の
発
展
に
は
物
部
氏
の
武
力
が
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
東
国
に
及
ん
だ
物
部
氏
の
勢
威
は
そ
の
地
方
の
豪
族
や
地
方
神
と
も
次
第
に
関
係
を
つ
け
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
中
臣
氏
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
地
の
神
々
と
結
び
付
い
た
の
か
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
．
も
と
は
物
部
氏
が
鹿
島
・
香
取
の
地
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
物
部
氏
の
勢
力
の
失
墜
に
よ
っ
て
、
や
は
り
祭
祀
に
関
わ
る
家
柄
で
あ
っ
た
中
臣
氏
が
、
祭
祀
を
交
代
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）
　
ま
た
、
直
木
氏
は
、
全
国
に
見
ら
れ
る
物
部
郷
と
「
物
部
」
の
名
を
冠
す
る
神
社
な
ど
か
ら
物
部
の
分
布
を
調
べ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
物
部
は
西
国
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
布
例
は
東
国
の
方
に
よ
り
多
く
見
ら
れ
、
物
部
氏
の
東
国
で
の
分
布
が
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
物
部
連
の
東
国
で
の
発
展
は
大
和
朝
廷
の
東
国
進
出
に
伴
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
丸
山
氏
が
鹿
島
・
香
取
の
両
神
宮
を
、
物
部
氏
と
関
係
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
寺
村
光
晴
氏
は
現
地
に
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）
ら
れ
る
玉
作
遺
跡
の
様
相
か
ら
、
一
つ
の
興
味
深
い
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
寺
村
氏
に
よ
れ
ば
、
鹿
島
・
香
取
の
神
は
成
立
期
か
ら
並
ん
で
奉
斎
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
仮
に
こ
の
二
神
が
大
和
朝
廷
の
東
国
進
出
の
際
に
並
立
、
あ
る
い
は
二
社
が
一
対
の
も
の
と
し
て
奉
斎
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
両
神
宮
は
同
じ
軍
事
的
勢
力
に
よ
っ
て
同
時
に
祀
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
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べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
香
取
神
宮
を
見
る
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
香
取
神
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
斎
主
の
神
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
も
と
も
と
神
を
斎
き
祀
る
人
を
意
味
し
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
は
軍
団
の
主
将
に
あ
た
る
人
物
が
戦
い
の
際
に
司
祭
者
と
な
り
神
を
祀
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
斎
主
の
神
は
、
畿
内
政
権
よ
り
東
国
へ
進
出
し
て
来
た
軍
事
集
団
の
長
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
鹿
島
神
宮
は
、
天
乃
大
神
社
と
い
う
中
央
の
神
と
、
坂
戸
社
、
沼
尾
社
と
い
う
在
地
の
神
の
二
社
を
併
合
し
て
お
り
、
香
取
神
宮
に
比
べ
在
地
性
が
強
い
。
つ
ま
り
、
両
神
宮
の
性
格
に
は
違
い
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
寺
村
氏
は
香
取
神
宮
の
周
辺
地
域
に
畿
内
と
関
連
の
深
い
玉
作
遺
跡
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
祭
祀
が
畿
内
と
の
関
連
が
深
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
玉
は
、
古
来
装
飾
品
と
し
て
、
あ
る
い
は
祭
祀
用
の
呪
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
祭
祀
遺
跡
や
製
作
遺
跡
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
古
代
の
祭
祀
の
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
玉
の
変
遷
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
玉
は
縄
文
時
代
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
が
、
古
墳
時
代
の
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
そ
の
変
遷
は
、
寺
村
氏
に
よ
れ
ば
大
き
く
三
期
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
期
は
大
体
古
墳
時
代
の
前
期
に
あ
た
る
。
弥
生
時
代
の
硬
玉
製
勾
玉
を
中
心
と
し
て
碧
玉
質
管
玉
、
碧
玉
製
石
製
品
が
作
ら
れ
、
鏡
や
剣
な
ど
と
共
に
前
期
古
墳
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
玉
は
、
装
身
具
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
呪
術
的
な
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
第
二
期
は
古
墳
時
代
中
期
で
あ
り
、
石
製
模
造
品
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、
玉
の
種
類
や
色
彩
が
豊
富
に
な
る
。
石
製
模
造
品
と
は
、
主
と
し
て
古
墳
や
祭
祀
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
、
滑
石
質
材
で
作
ら
れ
た
遺
物
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
時
期
に
祭
祀
遺
跡
は
全
国
的
に
広
が
っ
て
行
く
が
、
そ
の
形
態
は
前
代
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
前
代
の
祭
祀
は
古
墳
で
執
り
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
第
二
期
に
お
け
る
祭
祀
は
、
古
墳
と
は
分
離
し
、
そ
れ
と
同
時
に
祭
祀
遺
跡
は
全
国
的
に
普
遍
化
・
統
一
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
。
こ
れ
は
、
前
期
古
墳
の
被
葬
者
で
あ
る
首
長
が
司
祭
者
的
性
格
を
持
つ
王
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
二
期
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に
な
る
と
支
配
の
確
立
と
強
化
を
実
現
す
る
過
程
で
司
祭
者
的
性
格
が
分
離
さ
れ
、
祭
祀
の
み
を
司
る
者
が
新
た
に
現
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
石
製
模
造
品
の
製
作
遺
跡
の
全
国
に
お
け
る
分
布
を
見
る
と
、
日
本
海
側
で
は
新
潟
県
と
富
山
県
の
県
境
付
近
や
島
根
県
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福
岡
県
に
も
石
製
模
造
品
の
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
地
方
に
滑
石
の
産
出
地
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
寺
村
氏
は
推
察
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
畿
内
で
は
大
阪
府
で
未
製
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
濃
密
に
分
布
し
て
い
る
の
は
関
東
地
方
で
あ
り
、
中
で
も
千
葉
県
北
部
と
茨
城
県
南
部
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
。
第
三
期
は
古
墳
時
代
後
期
に
あ
た
る
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
璃
璃
の
製
品
が
多
く
出
現
す
る
も
の
の
玉
自
体
は
急
速
に
作
ら
れ
な
く
な
り
、
祭
祀
遺
跡
も
減
少
し
、
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
の
玉
も
多
彩
さ
を
失
っ
て
、
出
雲
の
玉
作
に
お
い
て
製
作
さ
れ
る
の
み
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
香
取
神
宮
の
周
辺
地
域
を
見
る
と
、
玉
作
は
第
一
期
に
あ
た
る
古
墳
時
代
前
期
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
期
に
は
同
じ
関
東
地
方
に
お
い
て
は
神
奈
川
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
期
に
入
る
と
神
奈
川
の
玉
作
の
方
は
姿
を
消
す
。
こ
れ
は
、
第
一
期
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
大
き
な
政
治
的
変
動
や
勢
力
の
交
替
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
、
寺
村
氏
は
畿
内
政
権
に
よ
る
東
国
へ
の
進
出
が
そ
の
変
動
を
も
た
ら
し
た
の
だ
と
推
察
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
香
取
地
方
周
辺
の
地
域
に
は
畿
内
政
権
に
連
結
す
る
と
思
わ
れ
る
石
製
模
造
品
の
製
作
遺
跡
や
祭
祀
遺
跡
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
期
に
、
こ
の
地
は
畿
内
政
権
へ
の
隷
属
に
よ
っ
て
存
続
し
得
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
二
期
に
製
作
さ
れ
る
の
は
石
製
模
造
品
の
み
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
製
作
遺
跡
は
香
取
地
方
周
辺
に
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鹿
島
神
宮
の
所
在
地
で
あ
る
鹿
島
郡
に
は
石
製
模
造
品
の
遺
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
鹿
島
神
宮
と
香
取
神
宮
は
利
根
川
を
は
さ
ん
で
所
在
し
て
い
る
が
、
石
製
模
造
品
の
祭
祀
遺
跡
は
利
根
川
の
南
西
に
あ
た
る
千
葉
県
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北
部
か
ら
茨
城
県
の
筑
波
郡
を
中
心
に
濃
密
に
分
布
し
て
い
る
の
に
対
し
、
利
根
川
の
北
東
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
石
製
模
造
品
に
関
し
て
、
五
世
紀
頃
に
は
利
根
川
か
ら
霞
ケ
浦
に
か
け
て
を
境
に
、
北
東
部
と
南
西
部
で
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。
ま
た
寺
村
氏
は
さ
ら
に
、
こ
の
石
製
模
造
品
の
遺
跡
に
よ
っ
て
大
和
政
権
の
勢
力
の
波
及
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
利
根
川
を
境
に
北
東
部
は
石
製
模
造
品
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
五
世
紀
に
大
和
政
権
の
直
接
的
な
支
配
下
に
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
香
取
神
宮
に
つ
い
て
寺
村
氏
は
石
製
模
造
品
を
持
つ
玉
作
遺
跡
や
祭
祀
遺
跡
の
濃
密
な
分
布
か
ら
、
大
和
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
軍
団
の
長
に
あ
た
る
者
が
、
同
時
に
祭
祀
の
司
祭
者
と
な
り
、
こ
の
司
祭
者
が
斎
主
の
神
と
し
て
表
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
香
取
神
宮
と
政
治
・
軍
事
と
の
関
係
が
見
出
だ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
香
取
神
宮
は
大
和
政
権
の
軍
事
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
地
を
拠
点
に
活
発
な
行
動
が
な
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
大
和
政
権
の
東
国
進
出
に
際
し
、
香
取
の
周
辺
地
域
を
確
保
し
た
氏
族
と
し
て
寺
村
氏
は
物
部
氏
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
香
取
の
地
で
は
、
石
製
模
造
品
は
六
世
紀
の
後
半
に
は
消
滅
す
る
が
、
こ
れ
は
六
世
紀
末
に
お
け
る
物
部
氏
の
没
落
と
呼
応
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
　
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
寺
村
氏
は
鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
の
成
立
を
以
下
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
た
。
鹿
島
神
宮
は
、
大
和
政
権
と
の
関
係
の
下
に
成
立
し
て
い
た
香
取
神
宮
と
は
異
な
り
、
在
地
の
豪
族
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
物
部
氏
の
没
落
に
よ
る
斎
主
の
交
替
に
よ
り
、
香
取
神
宮
の
従
来
の
信
仰
や
役
割
は
無
視
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
れ
と
は
別
に
軍
事
と
祭
祀
の
基
地
の
設
定
が
要
求
さ
れ
、
鹿
島
神
宮
が
大
和
政
権
の
勢
力
下
に
入
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
過
程
を
経
た
こ
と
に
よ
っ
て
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
が
混
同
さ
れ
た
よ
う
な
形
で
記
載
さ
れ
る
こ
111
フツヌシ神話と物部氏（村山直子）
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
丸
山
氏
は
、
も
と
は
物
部
氏
と
深
く
結
び
付
い
て
い
た
鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
の
祭
祀
が
、
物
部
氏
の
没
落
に
よ
り
中
臣
氏
に
移
行
し
た
と
推
察
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
丸
山
氏
の
見
解
を
も
と
に
寺
村
氏
は
さ
ら
に
考
察
を
進
め
、
以
前
に
物
部
氏
と
関
連
を
持
っ
て
い
た
の
は
香
取
神
宮
の
み
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ツ
ヌ
シ
を
祭
神
と
す
る
香
取
神
宮
が
、
大
和
朝
廷
と
の
関
係
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
物
部
氏
が
介
在
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
フ
ツ
ヌ
シ
は
物
部
氏
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
神
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
3
フ
ツ
ヌ
シ
の
神
話
で
の
役
割
　
次
に
文
献
を
中
心
に
フ
ツ
ヌ
シ
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
見
な
が
ら
、
物
部
氏
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
フ
ツ
ヌ
シ
と
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
取
り
上
げ
方
に
つ
い
て
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
両
神
の
誕
生
に
つ
い
て
見
た
い
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
両
神
と
も
登
場
す
る
が
、
『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
の
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
み
で
あ
り
、
フ
ツ
ヌ
シ
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
『
古
事
記
』
　
　
こ
こ
に
そ
の
御
刀
の
前
に
著
け
る
血
、
湯
津
石
村
に
走
り
つ
き
て
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
石
析
の
神
。
次
に
根
析
の
神
。
　
　
次
に
石
筒
の
男
の
神
。
次
に
御
刀
の
本
に
著
け
る
血
も
、
湯
津
石
村
に
走
り
つ
き
て
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
甕
速
日
の
　
　
神
。
次
に
樋
速
日
の
神
。
次
に
建
御
雷
の
男
の
神
。
ま
た
の
名
は
建
布
都
の
神
、
ま
た
の
名
は
豊
布
都
の
神
。
三
神
。
次
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に
御
刀
の
手
上
に
集
ま
る
血
、
手
俣
よ
り
漏
き
出
て
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
、
闇
湯
加
美
の
神
。
次
に
闇
御
津
羽
の
神
。
『
日
本
書
紀
』
第
五
段
第
六
の
一
書
　
　
復
剣
の
刃
よ
り
垂
る
血
、
是
、
天
安
河
辺
に
所
在
る
五
百
箇
磐
石
と
為
る
。
即
ち
此
経
津
主
神
の
祖
な
り
。
復
剣
の
鍾
よ
　
　
り
垂
る
血
、
激
越
き
て
神
と
為
る
。
号
け
て
甕
速
日
神
と
日
す
。
次
に
嘆
速
日
神
。
其
の
甕
速
日
神
は
、
是
武
甕
槌
神
の
　
　
祖
な
り
。
亦
日
は
く
、
甕
速
日
命
。
次
に
嘆
速
日
命
。
次
に
武
甕
槌
神
。
復
剣
の
鋒
よ
り
垂
る
血
、
激
越
き
て
神
と
為
る
。
　
　
号
け
て
磐
裂
神
と
日
す
。
次
に
根
裂
神
。
次
に
磐
筒
男
命
。
一
に
云
は
く
、
磐
筒
男
命
及
び
磐
筒
女
命
と
い
ふ
。
復
剣
の
　
　
頭
よ
り
垂
る
血
、
激
越
き
て
神
と
為
る
。
号
け
て
闇
寵
と
日
す
。
次
に
闇
山
祇
。
次
に
闇
岡
象
。
第
七
の
一
書
　
　
又
曰
は
く
、
輌
遇
突
智
を
斬
る
時
に
、
其
の
血
激
越
き
て
、
天
八
十
河
中
に
所
在
る
五
百
箇
磐
石
を
染
む
。
因
り
て
化
成
　
　
る
神
を
、
号
け
て
磐
裂
神
と
日
す
。
次
に
根
裂
神
、
児
磐
筒
男
神
。
次
に
磐
筒
女
神
、
児
経
津
主
神
。
　
次
に
、
国
譲
り
の
記
述
に
お
い
て
は
、
『
古
事
記
』
で
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
ア
メ
ノ
ト
リ
フ
ネ
が
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
フ
ツ
ヌ
シ
と
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
が
葦
原
の
中
つ
国
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
『
日
本
書
紀
』
で
は
フ
ツ
ヌ
シ
の
方
が
主
神
で
あ
り
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
方
が
従
神
で
あ
る
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
第
九
段
本
文
　
　
是
の
後
に
、
高
皇
産
霊
尊
、
さ
ら
に
諸
神
を
会
へ
て
、
当
に
葦
原
中
国
に
遣
す
べ
き
者
を
選
ぶ
。
愈
日
さ
く
、
「
磐
裂
　
　
（
磐
裂
、
此
を
ば
以
簸
娑
婁
と
云
ふ
。
）
根
裂
神
の
子
磐
筒
男
・
磐
筒
女
が
生
め
る
子
経
津
（
経
津
、
此
を
ば
賦
都
と
云
　
　
ふ
。
）
主
神
、
是
佳
け
む
」
と
ま
う
す
。
時
に
、
天
石
窟
に
住
む
神
、
稜
威
雄
走
神
の
子
甕
速
日
神
、
甕
速
日
神
の
子
嘆
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速
日
神
、
嘆
速
日
神
の
子
武
甕
槌
神
有
す
。
此
の
神
進
み
て
日
さ
く
、
「
宣
唯
経
津
主
神
の
み
大
夫
に
し
て
、
吾
は
大
夫
　
　
に
あ
ら
ず
や
」
と
ま
う
す
。
其
の
辞
気
慷
慨
し
。
故
、
以
て
即
ち
、
経
津
主
神
に
配
へ
て
、
葦
原
中
国
を
平
け
し
む
。
第
一
の
一
書
　
　
故
、
天
照
大
神
、
復
武
甕
槌
神
及
び
経
津
主
神
を
遣
し
て
、
先
づ
行
き
て
駈
除
は
し
む
。
第
二
の
一
書
　
　
一
書
に
曰
く
、
天
神
、
経
津
主
神
・
武
甕
槌
神
を
遣
し
て
、
葦
原
中
国
を
平
定
め
し
む
。
　
ま
ず
本
文
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
フ
ツ
ヌ
シ
の
み
が
葦
原
の
中
つ
国
平
定
に
派
遣
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
が
割
っ
て
入
っ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
第
九
段
第
二
の
一
書
で
は
こ
の
後
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
二
神
を
径
し
む
が
、
フ
ツ
ヌ
シ
が
こ
れ
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
報
告
し
、
再
び
二
神
が
派
遣
さ
れ
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
鄭
重
な
言
葉
を
伝
え
た
こ
と
に
よ
り
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
は
国
譲
り
に
同
意
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
フ
ツ
ヌ
シ
の
み
の
事
跡
と
し
て
「
岐
神
を
以
て
郷
導
と
し
て
、
周
流
き
つ
つ
削
平
ぐ
。
逆
命
者
有
る
を
ば
、
即
ち
加
斬
裁
す
。
帰
順
ふ
者
を
ば
、
傍
り
て
加
褒
美
む
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
フ
ツ
ヌ
シ
が
葦
原
の
中
つ
国
平
定
の
主
神
で
あ
る
か
の
よ
う
な
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
　
更
に
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
国
譲
り
神
話
に
つ
い
て
は
、
神
武
天
皇
の
東
征
の
条
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
で
は
、
熊
野
に
入
っ
た
神
武
天
皇
一
行
が
、
草
木
の
中
か
ら
現
れ
て
消
え
た
熊
を
見
て
気
を
失
っ
た
。
こ
の
時
熊
野
の
高
倉
下
と
い
う
者
が
一
振
り
の
大
刀
を
天
皇
に
奉
る
と
、
天
皇
は
目
覚
め
て
起
き
上
が
り
、
「
よ
く
寝
た
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
そ
の
大
刀
を
受
け
取
っ
た
。
す
る
と
悪
い
神
が
切
り
倒
さ
れ
、
一
行
が
皆
目
覚
め
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
高
倉
下
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
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る
。
　
　
「
お
の
が
夢
に
云
は
く
、
『
天
照
ら
す
大
神
・
高
木
の
神
二
柱
の
神
の
命
も
ち
て
、
建
御
雷
の
神
を
召
び
て
詔
り
た
ま
は
　
　
く
、
葦
原
の
中
つ
国
は
い
た
く
騒
ぎ
て
あ
り
な
り
。
我
が
御
子
た
ち
不
平
み
ま
す
ら
し
。
そ
の
葦
原
の
中
つ
国
は
、
も
は
　
　
ら
汝
が
言
向
け
つ
る
国
な
り
。
か
れ
汝
建
御
雷
の
神
降
ら
さ
ね
』
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
ま
を
さ
く
、
『
僕
降
　
　
ら
ず
と
も
、
も
は
ら
そ
の
国
を
平
け
し
横
刀
あ
れ
ば
、
こ
の
刀
を
降
さ
む
。
（
こ
の
刀
の
名
は
佐
士
布
都
の
神
と
い
ふ
。
　
　
ま
た
の
名
は
甕
布
都
の
神
と
い
ふ
。
ま
た
の
名
は
布
都
の
御
魂
。
こ
の
刀
は
石
上
の
神
宮
に
坐
す
。
）
こ
の
刀
を
降
さ
む
　
　
状
は
、
高
倉
下
が
倉
の
頂
を
穿
ち
て
、
そ
こ
よ
り
堕
し
入
れ
む
。
か
れ
朝
目
吉
く
汝
取
り
持
ち
て
天
つ
神
の
御
子
に
献
　
　
れ
』
と
、
の
り
た
ま
ひ
き
。
か
れ
夢
の
教
の
ま
に
ま
、
旦
に
お
の
が
倉
を
見
し
か
ば
、
信
に
横
刀
あ
り
き
。
か
れ
こ
の
横
　
　
刀
を
も
ち
て
献
ら
く
の
み
」
　
こ
の
経
緯
は
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
い
く
ら
か
の
相
違
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
神
名
は
共
通
し
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
と
は
、
物
部
氏
の
奉
斎
す
る
石
上
神
宮
の
御
神
体
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
高
倉
下
と
い
う
人
物
の
素
性
に
つ
い
て
記
紀
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
天
孫
本
紀
に
よ
れ
ば
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
子
で
あ
る
天
香
語
山
命
の
ま
た
の
名
で
あ
り
、
物
部
氏
の
｝
族
で
あ
る
尾
張
連
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
国
譲
り
神
話
は
本
来
物
部
氏
と
の
深
い
関
わ
り
の
中
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
　
で
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
物
部
氏
と
関
係
深
い
の
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
で
は
な
く
フ
ツ
ヌ
シ
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ
の
神
武
天
皇
条
に
お
い
て
、
フ
ツ
ヌ
シ
で
は
な
く
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
み
が
命
を
受
け
て
神
剣
を
降
下
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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こ
れ
に
つ
い
て
吉
井
巌
氏
は
、
葦
原
の
中
つ
国
へ
の
神
剣
降
下
の
伝
承
は
、
神
剣
に
よ
る
葦
原
の
中
つ
国
平
定
の
神
話
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
た
め
、
神
剣
の
降
下
の
方
に
重
き
を
置
く
の
が
古
い
形
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
が
活
躍
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）
伝
承
が
新
た
に
関
与
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更
に
吉
井
氏
は
、
葦
原
の
中
つ
国
平
定
の
使
者
と
派
遣
を
命
令
す
る
者
と
の
関
係
を
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
比
較
さ
れ
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
命
令
者
の
場
合
は
フ
ツ
ヌ
シ
の
み
か
、
ま
た
は
フ
ツ
ヌ
シ
が
主
神
で
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
が
従
神
と
し
て
登
場
し
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
命
令
者
の
場
合
は
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
み
か
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
・
フ
ツ
ヌ
シ
が
並
ん
で
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
、
フ
ツ
ヌ
シ
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
想
定
出
来
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
を
命
ず
る
神
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
と
代
わ
っ
た
と
す
る
三
品
彰
英
氏
の
指
摘
を
支
持
す
る
立
ち
場
か
ら
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
結
び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
く
こ
の
伝
承
に
加
え
ら
れ
た
神
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
共
に
登
場
す
る
フ
ツ
ヌ
シ
が
こ
の
伝
承
の
初
め
の
姿
と
結
び
付
く
神
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
文
献
か
ら
も
、
国
譲
り
神
話
が
物
部
氏
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
と
、
こ
の
神
話
が
も
と
も
と
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
で
は
な
く
フ
ツ
ヌ
シ
を
主
役
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ツ
ヌ
シ
と
物
部
氏
と
は
結
び
付
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
崇
神
天
皇
条
に
は
、
天
皇
は
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
の
託
宣
に
よ
り
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
に
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
を
祀
ら
せ
、
更
に
物
部
の
イ
カ
ガ
シ
コ
ヲ
に
天
の
八
十
平
公
瓦
を
作
っ
て
天
つ
神
地
つ
神
の
社
を
定
め
さ
せ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
『
古
事
記
』
で
は
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
は
「
僕
は
大
物
主
の
大
神
、
陶
津
耳
の
命
が
女
、
活
玉
依
砒
売
に
嬰
ひ
て
生
み
ま
せ
る
子
、
名
は
櫛
御
方
の
命
の
子
、
飯
肩
巣
見
の
命
の
子
、
建
甕
槌
の
命
の
子
、
僕
意
富
多
多
泥
古
」
と
言
っ
て
自
分
が
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
子
で
あ
る
と
名
乗
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
は
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
と
イ
ク
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ
の
娘
と
さ
れ
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て
い
る
。
先
程
の
吉
井
氏
の
指
摘
か
ら
考
え
る
と
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
と
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
関
係
も
ま
た
、
後
に
加
え
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
4
．
出
雲
を
媒
介
と
し
た
フ
ツ
ヌ
シ
と
物
部
氏
　
さ
て
、
国
譲
り
の
舞
台
は
出
雲
で
あ
る
が
、
実
際
の
出
雲
国
で
も
、
フ
ツ
ヌ
シ
は
信
奉
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
フ
ツ
ヌ
シ
に
関
す
る
記
述
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
　
　
・
布
都
努
志
命
、
天
石
楯
縫
ひ
直
し
給
ひ
き
。
故
、
楯
縫
と
云
ふ
。
（
意
宇
郡
楯
縫
郷
）
　
　
・
布
都
努
志
命
、
国
廻
り
坐
し
し
時
、
此
処
に
来
坐
し
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
是
の
土
は
、
止
ま
な
く
に
見
が
欲
し
」
　
　
　
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
山
国
と
云
ふ
（
意
宇
郡
山
国
郷
）
　
　
・
和
加
布
都
努
志
能
命
、
御
狩
し
坐
し
し
時
、
こ
の
郷
の
西
の
山
に
狩
人
を
立
て
給
ひ
て
、
猪
犀
を
追
ひ
て
北
の
方
に
上
　
　
　
り
た
ま
ふ
に
、
阿
内
の
谷
に
至
り
て
、
そ
の
猪
の
跡
亡
失
せ
き
。
爾
の
時
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
自
然
な
る
か
も
、
猪
　
　
　
の
跡
亡
失
せ
ぬ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
内
野
と
云
ふ
。
（
秋
鹿
郡
大
野
郷
）
　
　
・
所
造
天
下
大
神
の
御
子
、
和
加
布
都
努
志
命
、
天
地
初
め
て
判
れ
し
後
、
天
御
領
田
の
長
と
供
へ
奉
り
坐
し
き
。
即
ち
　
　
　
彼
の
神
、
郷
の
中
に
坐
せ
り
。
故
、
三
太
三
と
云
ふ
。
（
出
雲
郡
美
談
郷
）
　
こ
の
う
ち
、
出
雲
郡
美
談
郷
に
お
い
て
は
フ
ツ
ヌ
シ
は
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
子
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
松
前
健
氏
に
よ
れ
ば
、
フ
ツ
ヌ
シ
の
崇
拝
は
出
雲
に
定
着
し
た
時
期
が
か
な
り
古
い
た
め
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
崇
拝
に
包
摂
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
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（
注
7
）
あ
る
。
実
際
に
出
雲
に
は
弥
生
時
代
の
最
終
末
か
ら
古
墳
時
代
の
初
め
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
近
畿
地
方
の
特
徴
を
持
つ
土
器
　
　
　
　
　
（
注
8
）
が
出
土
し
て
お
り
、
四
世
紀
に
は
す
で
に
畿
内
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
一
方
、
物
部
氏
も
や
は
り
出
雲
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
．
文
献
に
お
い
て
も
、
物
部
氏
は
た
び
た
び
出
雲
へ
神
宝
の
検
校
に
赴
い
て
い
る
。
　
出
雲
は
全
国
で
最
も
大
規
模
に
、
ま
た
長
期
的
に
玉
作
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
寺
村
光
晴
氏
は
、
出
雲
の
玉
作
で
も
第
二
期
に
あ
た
る
古
墳
時
代
中
期
に
石
製
模
造
品
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
出
雲
の
玉
作
に
も
や
は
り
物
部
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
斐
伊
川
の
支
流
で
あ
る
赤
川
沿
い
の
玉
作
遺
跡
は
こ
の
第
二
期
の
も
の
で
あ
り
、
赤
川
の
少
し
下
流
に
は
古
墳
時
代
初
期
の
神
原
神
社
古
墳
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
方
墳
で
あ
り
、
景
初
三
年
の
銘
を
持
つ
三
角
縁
神
獣
鏡
や
、
大
刀
、
剣
、
鉄
鍛
、
斧
、
鍬
な
ど
の
多
数
の
鉄
器
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
和
や
吉
備
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
辺
り
の
地
域
は
、
第
二
期
の
玉
作
遺
跡
や
神
原
神
社
古
墳
の
様
相
か
ら
、
出
雲
の
中
で
も
殊
に
物
部
氏
と
の
関
わ
り
が
深
い
土
地
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
神
原
神
社
の
祭
神
は
イ
ハ
ツ
ツ
ヲ
・
イ
ハ
ツ
ツ
メ
で
あ
り
『
日
本
書
紀
』
の
一
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
神
は
フ
ツ
ヌ
シ
の
親
と
さ
れ
る
。
一
七
〇
八
年
（
宝
永
五
年
）
の
神
原
神
社
縁
起
に
よ
る
と
、
イ
ハ
ツ
ツ
ヲ
・
イ
ハ
ツ
ツ
メ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
命
に
よ
り
、
神
宝
を
司
る
た
め
に
神
原
神
社
に
降
臨
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
地
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
神
原
郷
に
あ
た
り
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
宝
を
積
み
置
い
た
所
と
さ
れ
て
い
る
。
物
部
氏
が
出
雲
の
神
宝
を
検
校
し
、
管
理
し
た
と
い
う
記
紀
の
記
述
か
ら
も
、
神
原
神
社
と
物
部
氏
と
の
つ
な
が
り
は
見
出
だ
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
神
原
神
社
を
通
じ
て
も
、
フ
ツ
ヌ
シ
と
物
部
氏
と
の
深
い
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
れ
ま
で
東
国
や
出
雲
に
お
け
る
玉
作
遺
跡
や
文
献
な
ど
か
ら
、
物
部
氏
と
フ
ツ
ヌ
シ
と
の
関
係
に
つ
い
て
探
っ
た
と
こ
ろ
、
フ
ツ
ヌ
シ
は
も
と
は
物
部
氏
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
も
の
が
、
物
部
氏
の
没
落
と
と
も
に
そ
の
祭
祀
が
中
臣
氏
に
移
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
大
和
朝
廷
の
勢
力
の
波
及
、
つ
ま
り
そ
の
先
鋒
と
な
っ
た
物
部
氏
の
足
跡
を
示
す
と
も
言
え
る
石
製
模
造
品
及
び
そ
の
製
作
遺
跡
は
、
関
東
地
方
の
利
根
川
南
西
の
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
出
雲
に
お
い
て
は
物
部
氏
が
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
第
二
期
の
玉
作
遺
跡
が
斐
伊
川
支
流
の
赤
川
沿
い
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
に
は
フ
ツ
ヌ
シ
と
の
関
わ
り
の
深
い
香
取
神
宮
及
び
神
原
神
社
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
ツ
ヌ
シ
と
物
部
氏
と
の
つ
な
が
り
が
明
瞭
に
想
定
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
譲
り
の
中
で
フ
ツ
ヌ
シ
が
も
と
も
と
果
た
し
て
い
た
神
話
的
役
割
は
、
出
雲
を
は
じ
め
全
国
へ
の
進
出
に
お
い
て
物
部
氏
が
大
和
勢
力
の
先
鋒
と
し
て
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
を
明
ら
か
に
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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The　study　concerning　relation　between　the　myths　of　Futsunushi　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Mononobe　clan 8
H
Naoko，　Murayama
　According　tQ　a　myth，　the　Central　Land　of　the　Reed　Plains　was　mainly　conquered　by　Futsunushi　alld　Takemikazu－
chi．　Both　of　them　are　generally　considered　to　be　worshipped　by　the　Nakatomi　clan．　But　in　my　opinion，　Futsunushi
originally　had　a　close　relation　to　the　Mononobe　clan，　charged　with　military　and　religious　affairs．　It　appears　that　the
Nakatomi　clan　linked　itself　to　Futsunushi　in　place　of　the　Mononobe　clan　after　the　downfall　of　the　latter．
　Takemikazuchi　is　enshrined　in　Kashima　shrine　in　Ibaragi　Prefecture，　and　Futsunushi　is　enshrined　in　Katori　shrine
in　Chiba　Prefecture．　In　the　area　around　Katori　shrine，　there　are　many　sites　of　bead　making　in　the　middle　of　the　Kofun
period，　and　in　those　sites　quite　many　imitation　beads　made　of　stone　were　excavated　that　represent　the　power　of　the
Yamato　regime，　whereas　in　the　area　around　Kashima　shrine　no　site　like　these　has　been　found．　So　it　is　likely　that
Katori　shrine　was　an　important　strategic　point　when　the　Yamato　regime　extended　its　power　to　the　eastern　land．　On
the　other　hand，　the　Mononobe　clan　played　an　important　part　in　Yamato　army．　These　facts　show　that　there　is　a　close
relation　between　Futsunushi　and　the　Mononobe　clan．　Besides，　Futsunushi　led　the　conquest　of　the　Central　Land　of　the
Reed　Plains　in　the　myth　of　the　Nihonshoki，　whereas　Takemikazuchi　plays　there　a　subordinative　part．　It　appears　that
at　first　this　myth　narrated　exclusively　Futsunushi’s　deed，　and　Takemikazuchi’s　role　was　added　to　it　later．
　　Izumo　region　which　is　the　scene　of　this　myth　has　a　close　relation　to　the　Mononobe　clan，　and　Futsunushi　was
worshipped　in　Izumo　from　ancient　times．　There　is　a　shrine　named　Kanbara　near　the　place　where　a　site　of　bead　making
in　the　middle　of　the　Kofun　period　was　discovered，　and　Iwatsutsuwo　and　iwatsutsume　who　are　Futsunushi’s　parents
are　enshrined　there．　Thus　Katori　shrine　and　Kanbara　shrine　which　are　dedicated　to　Futsunushi　and　his　parents　are
located　in　the　area　where　the　sites　of　bead　making　which　verify　the　controle　of　the　Mononobe　clan　exist．　As　a　result
of　these　analyses　I　conclude　that　there　is　an　intimate　connection　between　Futsunushi　and　the　Mononobe　clan．
（一くbく建卦日罫駅誌［LI粁湘匿［口粁委く卦紳督鎚→H遜綴黙騨）
一
N
H
（O
n
O
e
q
）
　
】
目
蝋
鰐
紳
オ
騰
以
く
